
九
州
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
七
回
）

「
鐘か

ね

の
岬

み
さ
き

〈
志
賀

し

か

の
皇す

め

神か
み

〉」

古
代
の
旅
の
交
通
手
段
と
し
て
は
馬
・
徒
歩
・
船
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ど
の
交
通
手
段
の

旅
も
常
に
危
険
と
隣
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
旅
人
は

陸
路
の
旅
は
道
の
神
、
坂

の
神
に
敬
虔
（
け
い
け
ん
）
な
手
向
け
を
し
旅
の
無
事
な
る
こ
と
を
祈
っ
た
が
、
海
上
航
行

に
あ
っ
て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
ず
危
険
な
海
峡
な
ど
で
は
海
の
神
に
無
事
を
祈
っ
て
い
た
。

万
葉
集
に
海
の
神
に
無
事
を
祈
り
な
が
ら
九
州
の
海
を
航
行
し
た
次
の
歌
が
あ
る
。

・
ち
は
や
ぶ
る

鐘
の
岬
を

過
ぎ
ぬ
と
も

わ
れ
は
忘
れ
じ

志
賀
の
皇す

め

神か
み

 
 
 
 
 
 
 

巻
七
―
一
二
三
〇

作
者
不
詳

（
解
説
）
恐
ろ
し
い
神
の
荒
れ
狂
う
鐘
の
岬
を
漕
ぎ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
忘

れ
ま
い
よ
、
志
賀
に
い
ま
す
海
の
守
り
神
の
御
加
護
を
。

・
こ
の
歌
の
題
詞
は
「
羈
旅
（
き
り
ょ
）
に
し
て
作
る
」
～
（
旅
情
を
詠
ん
だ
も
の
）
の
一

首
で
あ
る
。

・
作
者
不
詳
と
な
っ
て
い
る
が
荒
津
（
今
の
博
多
港
）
か
ら
船
出
し
て
九
州
の
西
北
岸
を
通

り
、
瀬
戸
内
海
か
ら
奈
良
の
都
へ
向
か
う
官
人
が
旅
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
の
説
が
あ
る
。

滝
口
弘
氏
著
の
「
九
州
の
万
葉
」
に
は
、「
こ
の
一
首
は
、
波
が
荒
く
危
険
の
多
い
鐘
の
岬
を

通
る
に
際
し
て
、
あ
ら
た
め
て
博
多
湾
口
を
遥
か
に
振
り
返
り
、
志
賀
海
の
神
に
航
行
の
無



事
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
１
）
鐘
の
岬

・
こ
の
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
鐘
の
岬
」
は
福
岡
県
宗
像
市
鐘
崎
の
北
端
に
あ
る
岬
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
「
東
郷
駅
」
で
下
車
、「
鐘
崎
車
庫
」
行
の
西
鉄
バ
ス
に
乗
車
す
る
と
約
４

０
分
ぐ
ら
い
で
終
点
に
着
く
。
バ
ス
を
下
車
す
る
と
潮
の
香
り
が
爽
や
か
で
気
持
ち
が
い
い
。

福
岡
県
内
随
一
の
水
揚
げ
高
を
誇
る
漁
師
町
「
宗
像
市
鐘
崎
」
の
街
を
前
方
の
岬
に
向
か
っ

て
約
１
５
分
歩
く
と
岬
の
先
端
に
突
出
し
た
半
円
形
の
樹
木
に
覆
わ
れ
た
岡
が
見
え
て
く
る
。

こ
の
地
が
「
鐘
の
岬
」
で
あ
る
。

滝
口
弘
著
「
九
州
の
万
葉
」
に
よ
る
と
「
こ
の
岡
の
山
頂
部
に
は
、
平
安
時
代
の
延
喜
五
年

（
９
０
５
）
に
編
纂
が
は
じ
ま
っ
た
延
喜
式
と
い
う
神
名
帳
に
〈
筑
前
国
宗
像
郡
・
織
幡
神

社
〉
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
古
社
で
航
海
安
全
の
守
護
神
を
祭
る
織
幡
神
社
（
現
・
宗
像
大
社

（西鉄・鐘崎車庫バス停から鐘

崎の街の後方に見える「鐘の岬

（織幡山）」を撮影）



末
社
）
が
鎮
座
し
、
岡
の
高
さ
は
約
６
０
ｍ
で
織
幡
山
と
も
佐
屋
形
山
と
も
呼
ば
れ
、
古
く

か
ら
付
近
航
行
の
船
舶
の
よ
い
目
標
と
な
り
、
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
岡
の
山
頂
部
近
く
に
あ
る
本
殿
付
近
の
台
地
に
立
つ
と
眼
下
に
美
し
い
海
岸
線
、

遠
く
に
は
海
に
浮
か
ぶ
島
々
な
ど
が
展
望
で
き
る
形
勝
の
地
で
あ
る
。

宗
像
市
鐘
崎
の
北
端
の
岬
「
鐘
の
岬
」
と
対
峙
す
る
北
西
約
２
ｋ
ｍ
海
上
に
浮
か
ぶ
周
囲
９
．

３
ｋ
ｍ
の
小
島
「
地じ

の

島し
ま

」（
宗
像
市
地
島
）
と
の
間
の
瀬
戸
が
西
に
玄
界
灘
、
東
に
響
灘
の

境
に
あ
た
る
。
こ
の
狭
い
海
峡
は
暗
礁
が
広
が
り
、
ま
た
、
潮
の
流
れ
が
激
し
く
、
波
が
荒

く
、
古
代
か
ら
筑
紫
路
航
海
の
難
所
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

・
地
元
漁
師
の
話
で
は
今
も
海
の
難
所
で
季
節
あ
る
い
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
沿
岸
部
か
ら

離
れ
、
か
つ
速
度
を
落
と
す
な
ど
し
て
船
の
安
全
な
運
航
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
写
生
地
）
宗
像
市
鐘
崎
に
あ
る
古
社
・
織
幡
神
社
前
か
ら
鐘
の
岬
に
突
き
出
た
織
幡
山
（
佐

屋
形
山
）
の
麓
と
玄
界
灘
と
響
灘
の
境
界
域
に
浮
か
ぶ
「
地
島
」
を
描
く
。
（
池
田
杏
花
）



「
鐘
の
岬
」
の
地
名
は
、
昔
、
三
韓
か
ら
渡
来
し
た
釣
鐘
を
積
ん
だ
船
が
織
幡
山
の
沖
合
で

沈
ん
だ
と
こ
ろ
と
い
う
い
い
伝
え
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
鐘
の
岬
」
と
い
う
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

・
織
幡
神
社
参
道
の
近
く
に
は
「
後
世
に
沈
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
釣
鐘
を
何
人
も
の
人
が

引
き
揚
げ
よ
う
と
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
た
が
大
正
時
代
に
な
り
山
本
菊
次
郎
と
い
う
人
が
巨

費
を
投
じ
て
、
こ
れ
を
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
姿
を
現
し
た
の
が
、
釣
鐘
で
は
な

く
て
、
鐘
に
似
た
巨
石
で
あ
っ
た
。
人
び
と
は
が
っ
か
り
し
た
が

い
ま
で
も
本
当
の
釣
鐘



は
海
底
に
沈
ん
で
い
る
と
の
思
い
を
捨
て
か
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
話
は
【
沈
鐘
伝
説
】

と
い
っ
て
諸
国
に
例
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
は
、
そ
の
も
っ
と
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
沈
鐘

と
巨
石
、
夢
と
現
実
、
ま
こ
と
に
面
白
い
郷
土
鐘
崎
の
物
語
で
あ
る
。
」
と
の
趣
旨
の
【
沈
鐘

と
巨
石
】
の
説
明
文
（
福
岡
県
文
化
財
専
門
委
員
筑
紫
豊
氏
文
）
が
刻
ま
れ
た
石
碑
と
大
正

時
代
に
鐘
崎
の
沖
合
で
釣
鐘
に
間
違
え
ら
れ
て
引
き
揚
げ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
巨
石
が
置

か
れ
て
い
る
。

（
２
）
志
賀
の
皇
神

万
葉
集
で
詠
わ
れ
て
い
る
「
志
賀
の
皇
神
」
と
は
福
岡
市
東
区
志
賀
島
の
古
代
有
名
な
海
の

守
護
神
で
あ
っ
た
「
志
賀
海
神
社
」
の
祭
神
「
綿
津
見
（
ワ
タ
ツ
ミ
）
三
神
」
を
指
し
て
い

る
。
「
皇
神
」
は
国
土
の
守
護
神
を
尊
ん
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

志
賀
島
は
大
宰
府
の
外
港
で
あ
る
那
大
津
（
現
・
博
多
港
）
の
北
部
に
位
置
し
、
周
囲
約
１

０
ｋ
ｍ
の
小
島
で
全
国
的
に
め
ず
ら
し
い
九
州
本
土
と
全
長
約
８
ｋ
ｍ
の
砂
州
（
海
の
中
道
）

に
よ
り
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
。

・
志
賀
島
は
、
古
代
日
本
の
大
陸
・
半
島
へ
の
海
上
交
易
の
出
発
地
と
し
て
、
歴
史
的
に
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

・
志
賀
島
は
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
に
志
賀
島
橋
が
出
来
る
ま
で
は
離
れ
島
で
九
州
本
土

か
ら
は
船
で
渡
る
か
、
或
は
本
土
と
志
賀
島
の
間
は
潮
が
満
ち
れ
ば
途
切
れ
る
が
、
潮
が
引

け
ば
繋
が
る
の
で
、
そ
の
繋
が
り
時
に
歩
い
て
渡
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。



・
志
賀
島
に
は
古
代
神
話
か
ら
の
伝
承
が
息
づ
い
て
お
り
、
ま
た
、
神
社
が
１
０
数
社
あ
り

年
間
大
小
７
０
余
り
の
祭
り
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
な
ど
１
年
を
通
し
て
、
祈
り
の
場
と
な
る

民
俗
行
事
の
宝
庫
の
島
と
云
わ
れ
て
い
る

志
賀
海
神
社
（
志
賀
の
皇
神
）

・
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
海
を
司
る
神
「
綿
津
見
（
ワ
タ
ツ
ミ
）」
を
祭
神
と
す
る
「
志

賀
海
神
社
」
で
あ
る
。
志
賀
海
神
社
の
創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た

延
喜
式
神
名
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
筑
前
国
糟
屋
郡
・
志
加
海
神
社
」
に
比
定
さ
れ
る
古

社
で
あ
る
。

・「
志
賀
海
神
社
」
は
古
代
よ
り
「
海
神
の
総
本
社
」
と
称
え
ら
れ
、
玄
界
灘
に
臨
む
海
上
交

通
の
要
衝
で
あ
る
博
多
湾
の
総
鎮
守
と
し
て
志
賀
島
に
鎮
座
し
、
厚
く
信
仰
さ
れ
「
志
賀
の

皇
神
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
当
神
社
に
は
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
の
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
る
。（
神
社
由
緒
か
ら
。）

・
志
賀
島
へ
は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
「
香
椎
駅
」
で
Ｊ
Ｒ
海
の
中
道
線
（
香
椎
線
）
に
乗
り
換

え
終
着
駅
「
西
戸
崎
駅
」
で
下
車
し
西
鉄
バ
ス
に
乗
り
換
え
志
賀
島
橋
を
渡
り
、
志
賀
島
に

至
る
。

・
そ
の
ほ
か
の
公
共
機
関
等
の
交
通
手
段
と
し
て
は
博
多
港
な
ど
か
ら
の
連
絡
（
渡
）

船
。
博
多
な
ど
か
ら
の
直
行
バ
ス
な
ど
が
あ
る
。



西
鉄
バ
ス
停
留
所
「
志
賀
島
」
か
ら
街
並
を
約
５
０
０
ｍ
程
歩
く
と
島
の
東
南
沿
岸
沿
い
に

「
志
賀
海
神
社
」
が
鎮
座
す
る
鬱
蒼
と
し
た
森
に
囲
ま
れ
た
丘
が
前
方
に
見
え
る
。
参
道
に

あ
る
石
段
を
上
が
る
と
丘
の
中
腹
あ
た
り
の
台
地
に
神
社
の
本
殿
が
あ
る
。
本
殿
横
地
に
伊

勢
神
宮
等
の
遥
拝
所
と
し
て
小
さ
な
鳥
居
が
あ
る
が
、
こ
の
鳥
居
は
玄
界
灘
を
航
行
す
る
船

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
建
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

（
写
生
地
）
本
殿
前
か
ら
小
さ
な
鳥
居
、
そ
れ
を
支
え
る
よ
う
な
大
木
と
眼
下
に
見
え
る
玄

界
灘
・
海
の
中
道
・
博
多
湾
と
対
岸
に
海
陸
交
通
の
目
印
と
な
る
と
と
も
に
登
山
等
で
人
気

の
あ
る
立
花
山
、
三
日
月
山
な
ど
福
岡
の
山
並
を
描
く
。 

 
（
池
田
杏
花
）

「 
 
 
 

そ
の
他
参
考
文
献
」
・
九
州
万
葉
の
旅

前
田

淑
著

万
葉
集
を
知
る
事
典

東
京
堂
出
版

・
九
州
の
万
葉
集 

 
 

筑
紫

豊
著

な
ど



○
鐘
の
崎
・
志
賀
海
神
社
等
の
位
置
図


